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道志村が、山梨県と県内の全市町村とともに取り組んでいる「山梨県・市町村電子申請受付共同シス

テム」の愛称を募集しています。

「山梨県・市町村電子申請受付共同システム」が昨年４月21日に稼動し、印鑑登録証明書の交付申

請や住民票の写し等の交付申請などの手続や小瀬スポーツ公園などの施設の予約が、インターネットを

利用して自宅のパソコンなどからできるようになりました。

現在の愛称は、「やまなし申請・予約ポータルサイト」ですが、今後は、電子申請や施設予約だけで

はなく、行政ポータルサイトとして、道志村への申請・届出や村が行っている仕事の内容とその制度に

ついてもご案内していくこととしていますので、これにふさわしい愛称を募集することになりました。

応募作品の中から選ばれた最優秀作品は、１１月上旬から「山梨県･市町村電子申請受付共同システ

ム」の愛称としてトップ画面に表示されます。

■ 募集期間

平成17年8月15日(月) ～ 平成17年9月19日(月）

■ 応募資格

制限はありません。

■ 応募方法

山梨県・市町村電子申請受付共同システム（http://www.ycma.jp/）の愛称募集バナー

をクリックし、イベント・各種申込一覧から「山梨県･市町村電子申請受付共同システムの愛

称募集中」を選択してください。イベント各種申込参照画面の応募ボタンをクリックする

とイベントへの応募画面が表示されますので、必要事項と応募作品を入力し、応募ボタンを

クリックしてください。

■ 審　　査

(1) 一次審査

応募作品の中から、山梨県内の市町村職員等がポータルサイトの愛称としてふさわしい

最優秀候補作品を選定します。

(2) 二次審査

最優秀候補作品の中から、山梨県内の市町村長等が最優秀作品１点、優秀作品２点を

選定します。

(3) 発　表

平成17年10月下旬、入賞者に通知するとともに、山梨県・市町村電子申請受付共同シ

ステムにおいて公表します。

山梨県・市町村電子申請受付共同システム

愛　称　募　集
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■ 賞　　品

最優秀賞　1点　「全国共通図書カード10,000円」

優 秀 賞　2点　「全国共通図書カード 5,000円」

■ そ の 他

入賞作品の著作権は、山梨県市町村総合事務組合に帰属します。

■ お問合せ

愛称募集に関するお問合せは、「山梨県･市町村電子申請受付共同システム」を運営する山

梨県市町村総合事務組合の電子自治体推進室へ

ＴＥＬ０５５－２３５－３２２８

◆ 11月以降のトップ画面イメージ（現在検討していますので、ボタンのデザイン等は

実際のものとは異なる可能性があります。）
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暑かった夏も終わり9月になりました。夏ばてした人も体調を整えましょう。

今回は9月に予定されている住民健康課主催の行事につき書きたいと思います。

9月は検診月です。6日は基本検診が旧唐沢小で行われる予定です。その事後指導は10月17日夜、中

央公民館で行う予定です。

5月の検診を受けられなかった人はぜひ受けていただきたいと思います。また、12、30日には乳が

ん、子宮がん検診、26、27日には結核、肺がん検診も予定されておりますのでそちらもぜひ受けてい

ただきたいと思います。

毎年9月9日の救急の日に行っていた乳幼児事故予防教室を今年は13日午後2時から福祉センターで

行うことになりました。当院医師による講議と都留消防署道志出張所の救急隊の方による実技指導があ

ります。乳幼児の救急の処置法や対処法などを学ぶことができます。小さなお子さんをお持ちの方、興

味のある方はぜひ参加してください。

なお、そのため13日の午後2時から4時くらいまでは診療所に医師は不在となりますので御了承いた

だきたいと思います。

７月から生活習慣病、肥満予防のためのアクアビクス教室が毎週火曜日午後7時から村民プールで約

1時間行われています。9月いっぱい開催の予定です。とても楽しい教室です。また10月からはヨガ教

室が毎週月曜日午後7時から旧唐沢小体育館で約1時間30分行われる予定です。ぜひ参加してみていた

だきたいと思います。詳しくは当院

もしくは住民健康課に問い合わせて

ください。

今年も10月中旬からインフルエ

ンザ予防接種を行いたいと思いま

す。平成14年は約300人、平成15

年は約450人、平成16年は623人

に接種できましたが今年も約700人

分以上は用意したいと考えておりま

す。乳幼児、高齢者、集団生活をさ

れている方はもちろん、受験生など

インフルエンザにかかると困る方も

受けてもらいたいと思います。詳細

は来月の広報で詳しく説明したいと

考えております。

8/31
研修のため休診

7
研修のため休診

14
研修のため休診

21
研修のため休診

28
研修のため休診

5

8/28 8/29
休診

8/30 
午前：胃カメラ

1 2 3
午前中のみ診察

4 6
午前：胃カメラ

8 9 10
午前中のみ診察

11 12 13
午後：事故予防

15

18 20 22
午後：乳児検診

23
秋分の日

2625 27
午前：胃カメラ

29 30 10/1
休診

９月の予定

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。

19
敬老の日

16 17
午前中のみ診察

24
午前中のみ診察　

当院のホームページを4月1日から開設しております。

URLはhttp://www.geocities.jp/doshiclinic2005/index.htmlです。

今回紹介した行事のことなども詳細が決定次第適宜掲載していきます。

ぜひ訪問してみてください。またメールもお待ちしております。

診 療 所 だ よ り
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水
泳
教
室

六
月
の
中
下
旬
に
、
村
民
プ
ー
ル
を
利

用
し
て
各
学
年
で
水
泳
教
室
を
五
回
ず
つ

行
い
ま
し
た
。
特
に
、
第
一
回
目
は
各
学

年
ご
と
に
甲
府
ス
イ
ミ
ン
グ
吉
田
校
の
長

田
講
師
を
招
い
て
、
水
泳
の
大
切
さ
〔
命

を
守
る
こ
と
〕
と
泳
法
の
極
意
を
伝
授
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

一
年
生
は
こ
わ
ご
わ
水
に
入
る
と
い
う
姿

は
全
く
な
く
、
全
員
が
水
に
も
ぐ
る
と
こ

道志小学校道志小学校 
（第（第1919号）号） 
道志小学校 
（第19号） 

ろ
ま
で
上
達
し
て
い
ま
し
た
。
楽
し
く
、

ま
た
テ
ン
ポ
の
よ
い
連
続
し
た
指
導
の
方

法
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

南
極
学
習
会

七
月
初
旬
に
、
「
南
極
学
習
会
」
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
南
極
越
冬
隊
の
一
員

と
し
て
参
加
し
た
自
衛
隊
員
の
活
動
の
紹

介
と
共
に
、
帰
国
の
際
持
ち
帰
っ
た
南
極

の
氷
を
県
内
の
一
・
二
の
小
学
校
に
贈
る

事
業
に
、
本
村
の
自
衛
隊
関
係
の
方
の
ご

尽
力
で
道
志
小
学
校
が
選
ば
れ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

季
節
が
「
初
夏
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り

「
氷
」
の
学
習
は
好
評
で
し
た
。
コ
ッ
プ

の
中
で
氷
が
と
け
る
音
を
聞
い
た
り
、
氷

に
触
れ
て
冷
た
さ
を
感
じ
取
っ
た
り
し
ま

し
た
。

こ
の
氷
は
「
き
の
う
、
今
日
」
に
で
き

あ
が
っ
た
氷
で
な
く
、
何
千
年
何
万
年
と

い
う
気
が
遠
く
な
る
「
時
間
」
が
と
け
込

ん
で
い
る
貴
重
な
氷
で
す
。
こ
の
、
時
間

と
い
う
神
秘
で
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
「
味
」

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
な
ん
て
、
一
生

に
一
度
の
経
験
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

太
鼓
鑑
賞
会

七
月
十
一
日
に
、
東
富
士
七
里
太
鼓
保

存
会
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
全
校
児
童

を
対
象
と
し
た
太
鼓
の
鑑
賞
会
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
県
の
芸
術
文
化
協

会
の
主
催
事
業
で
、
こ
こ
数
年
申
請
し
て

い
ま
す
。
幸
い
、
村
内
に
保
存
会
の
方
々

が
い
ま
す
の
で
、
毎
年
鑑
賞
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
七
人
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
、
三
曲
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

低
学
年
の
児
童
は
、
「
床
下
か
ら
も
ド
カ

ド
ン
太
鼓
が
響
い
て
お
尻
が
気
持
ち
よ
か

っ
た
」
と
、
か
わ
い
い
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。終

了
後
は
、
運
動
会
の
太
鼓
発
表
の
た

め
の
練
習
曲
を
、
続
け
て
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
毎
年
運
動
会
ま
で
十
回
ほ

ど
保
存
会
の
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
児
童
も
、

そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
真
剣
に
練
習

し
て
い
ま
す
の
で
、
運
動
会
の
日
が
楽
し

み
で
す
。
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水
源
の
森
国
際
音
楽
祭
は
（
主
催
　
東
富
士
七
里
太

鼓
保
存
会
）
八
月
五
日
か
ら
三
日
間
、
村
営
水
源
の
森
、

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
多
彩
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
り
真
夏
の
夜
の

水
源
の
森
は
賑
わ
い
ま
し
た
。
国
際
音
楽
祭
初
日
の
ス

テ
ー
ジ
は
七
里
太
皷
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
木
管
四
重
奏

や
現
代
舞
踊
、
口
琴
、
馬
頭
琴
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
、

二
日
目
は
、
昼
間
、
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
に
お
い
て
、
ま

す
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み

取
り
を
子
ど
も
た
ち
が

行
い
好
評
で
し
た
。
夕

方
か
ら
は
野
外
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
、ジ
ャ
ズ
、

勇
壮
な
太
皷
集
団
の
碑

弥
鼓
、サ
ン
バ
の
踊
り
、

イ
ン
ド
仮
面
舞
踏
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ

ン
ド
仮
面
舞
踏
会
は
、

イ
ン
ド
文
化
庁
か
ら
の
派
遣
で
こ
の
た
び
道
志

水
源
の
森
国
際
音
楽
祭
の
た
め
に
出
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ボ
ー
カ
ル
を
伴
わ
な
い
音
楽
、

仮
面
に
よ
っ
て
顔
の
表
情
を
隠
す
と
い
う
こ
の

舞
踊
の
特
徴
は
、
仮
面
を
つ
け
た
ダ
ン
サ
ー
の

飛
躍
、
螺
旋
系
の
動
き
、
足
の
動
き
等
で
表
情

が
現
れ
る
舞
踊
で
し
た
。
神
秘
的
な
踊
り
で
会

場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
と
歓
声
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
イ
ン
ド

大
使
館
、
エ
ア
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
の
好
意

に
よ
り
イ
ン
ド
往
復
チ
ケ
ッ
ト
が
ペ
ア

で
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
祭
り
番
外
編
と
し
て
、

道
志
村
の
中
学
生
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
い

体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
水
源
の
森
国
際
音
楽
祭
は
横
浜
水

源
基
金
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
道
志

村
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
村
に
定
着
し
ま
し
た
。

第17回 水源の森国際音楽祭 第17回 水源の森国際音楽祭 第17回 水源の森国際音楽祭 

第
十
七
回 

水
源
の
森
国
際
音
楽
祭 

第
十
七
回 

水
源
の
森
国
際
音
楽
祭 

第17回 水源の森国際音楽祭 第17回 水源の森国際音楽祭 

今
年
も
世
界
の
詩
吟
詩
人
達
が
星
降
る

渓
谷
の
里
「
道
志
」
に
集
ま
っ
た

インド往復チケットが当った笛吹市の
志田奈津子さん (中央）

東富士七里太鼓保存会の演奏東富士七里太鼓保存会の演奏 

インド仮面舞踊　セライケラ・チョウ 

古代オリエントより伝わる踊り、ベリーダンス 
（アルカマラーニの皆さん） 

東富士七里太鼓保存会の演奏 

東富士七里太鼓保存会の演奏 

インド仮面舞踊　セライケラ・チョウインド仮面舞踊　セライケラ・チョウ 

古代オリエントより伝わる踊り、ベリーダンス 
（アルカマラーニの皆さん） 

インド仮面舞踊　セライケラ・チョウ 東富士七里太鼓保存会の演奏 

インド仮面舞踊　セライケラ・チョウ 

古代オリエントより伝わる踊り、ベリーダンス 
（アルカマラーニの皆さん） 

古代オリエントより伝わる踊り、ベリーダンス 
（アルカマラーニの皆さん） 
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多くの人に道志川で親しんでいただくために、毎年恒例で行われている漁業共同組合主催の

道志川マス釣り大会が、８月14日馬場地区大室八幡神社前の道志川で開催されました。

今年度は63人の参加者でした。

大会結果は次の通りです。

第35回 道志川マス釣り大会

本
年
に
お
け
る
県
内
の
交
通
事
故
に
つ

い
て
は
、
昨
年
同
時
期
と
比
べ
る
と
、
発

生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
の
全
て
が

減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
例
年
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

は
県
内
の
交
通
量
が
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の
多
発

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
県
民
一
人

ひ
と
り
に
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九
月

二
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
は

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

④
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
追
放
で
す
。

道
志
村
交
通
対
策
本
部
で
は
関
係
機
関

団
体
と
連
携
し
て
地
域
に
密
着
し
た
交
通

安
全
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

一般の部 (５尾の総体重)

組 合 長 賞　　小長井勝久 (静岡市) 2.82 kg

村　長　賞　　武田　　明 (静岡市) 2.20 kg

議　長　賞　　佐藤　才輝 (相模原市) 2.12 kg

観光協会長賞　　平賀　重雄 (上野原市) 1.88 kg

小人の部 (2尾の総体重)

１位　　大田　弘幸 (川原畑) 1.10 kg

２位　　水越　秀幸 (白井平) 0.90 kg

３位　　黒川　真広 (鎌倉市) 0.86 kg

※ 小人の部の賞品は清水市、竹沢明広氏から贈られたものです。

や
め
よ
う
よ
　
自
分
の
ル
ー
ル
で
走
る
の
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
　
九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
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現
在
お
持
ち
の
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
ご
登
録
い
た
だ
く
だ
け
で
、
役

場
か
ら
の
情
報
を
配
信
い
た
し
ま
す
。

第
一
弾
と
し
て
「
交
通
情
報
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
」登
録
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
主
要
道
路
で
あ
る
国
道
四
一

三
号
お
よ
び
県
道
都
留
道
志
線
で
の
台
風

や
積
雪
、
災
害
等
に
よ
る
通
行
止
め
情
報

を
配
信
い
た
し
ま
す
。

防
災
無
線
に
よ
る
ご
連
絡
だ
け
で
は
な

く
、
村
外
に
い
て
も
情
報
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

☆
こ
ん
な
経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？

職
場
へ
出
勤
し
た
ら
、
急
に
大
雨
と
な

り
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
帰
宅
し
よ
う
と
し

た
ら
峠
が
通
行
止
め
で
戻
る
羽
目
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

役
場
に
通
行
止
め
の
連
絡
が
入
り
次
第
、

防
災
無
線
と
同
様
に
携
帯
電
話
へ
も
メ
ー

ル
に
よ
り
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ

う
い
っ
た
こ
と
が
無
く
な
り
ま
す
。

●
登
録
方
法

次
の
事
項
に
つ
い
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
携
帯
電
話
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

◇
携
帯
電
話
会
社
（
ド
コ
モ
な
ど
）

◇
携
帯
電
話
機
種
名

◇
ご
連
絡
先
（
ご
自
宅
電
話
番
号
も
し
く

は
携
帯
電
話
番
号
）

◇
お
名
前

◇
ご
住
所

●
登
録
連
絡
先
（
お
問
合
せ
先
）

◇
道
志
村
役
場
企
画
財
政
課

☎(

五
二)

二
一
一
二
　
又
は
、

d
o
sh
i@
v
ill.d
o
sh
i.y
a
m
a
n
a
sh
i.jp

●
登
録
期
間

◇
随
時

●
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
期

◇
平
成
十
七
年
九
月
十
二
日
よ
り

●
サ
ー
ビ
ス
停
止
方
法

◇
配
信
停
止
す
る
旨
を
役
場
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

◇
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
通
信
費
は
受
信
者

負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
は
不
可
で
す
。

◇
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
よ
う
な
定
期
配
信

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
行
止
め
の

情
報
が
入
っ
た
場
合
に
限
り
配
信
い
た

し
ま
す
。

◇
受
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
に
返
信
さ
れ
て
も

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◇
受
信
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
疑
問
等
あ

る
場
合
は
お
電
話
に
て
直
接
役
場
へ
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

◇
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
本

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
み
の
利
用
に
限

定
い
た
し
ま
す
。
他
の
利
用
目
的
で
の

使
用
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

◇
登
録
者
間
で
個
人
個
人
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
は
分
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

は
じ
め
ま
し
た

●
住
民
登
録
と
は
関
係
な
く
、
十
月
一
日
現
在
、
ふ
だ
ん
住

ん
で
い
る
場
所
で
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と

な
り
、
回
答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配
布
・
受
け
取

り
に
う
か
が
い
ま
す
。

●
国
勢
調
査
は
未
来
の
羅
針
盤
と
し
て
、
私
達
の
生
活
に
い

か
さ
れ
ま
す
。

●
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
は
、
守
秘

義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

平成17年10月1日 (土）

日
　
時

平
成
十
七
年
十
月
一
日
（土）

午
後
二
時
　
開
演

会
　
場

山
梨
県
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー（
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
）

講
　
師

堀
　
紘
一

（
株
式
会
社
　
ド
リ
ー
ム
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
タ
　
代
表
取
締
役
社
長
）

演
　
題

「
不
景
気
を
吹
き
飛
ば
せ
」

―

勝
ち
残
る
企
業
の
条
件

―

主
　
催

富
士
急
行
株
式
会
社
・
財
団
法

人
堀
内
浩
庵
会

入
場
料

無
　
料

申
込
・
問
合
せ
先

先
着
三
〇
〇
名
様
に
入
場
整
理
券
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

富
士
急
経
済
講
演
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
五(

二
二)

七
一
一
一

五
年
に
一
度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
！

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す

第
十
五
回
富
士
急
経
済
講
演
会
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長
き
に
渡
り
、
皆
様
に
御
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
甲
府
地
方
法
務
局
都
留
支
局
は

平
成
十
七
年
十
一
月
七
日
付
け
を
も
ち
ま

し
て
、
大
月
出
張
所
と
統
合
し
、
統
合
と

同
時
に
大
月
市
へ
移
転
す
る
と
と
も
に
名

称
を
大
月
支
局
と
変
更
（
西
桂
町
の
登
記

事
務
は
吉
田
出
張
所
へ
統
合
）
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

都
留
支
局
の
統
合
日
及
び
都
留
支
局
で

取
り
扱
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
事
務
等
に
つ

き
ま
し
て
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
、
都
留
支
局
で
の
最
終
の
業
務
日

平
成
十
七
年
十
一
月
四
日
（金）

午
後
五
時
ま
で

二
、
都
留
支
局
の
業
務
を

引
き
受
け
る
庁

（一）
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
出
張
場
（
大
月

支
局
に
名
称
変
更
予
定
）
が
引
き
受
け

る
業
務

①
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
、
人
権
の
各

業
務

②
都
留
市
、
道
志
村
、
上
野
原
市
秋

山
（
旧
秋
山
村
）
に
関
す
る
登
記

事
務

（二）
甲
府
地
方
法
務
局
吉
田
出
張
所
が
引
き

受
け
る
業
務

西
桂
町
に
関
す
る
登
記
事
務

三
　
引
受
庁
の
所
在
及
び
電
話
番
号

（一）
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
出
張
所
（
大
月

支
局
に
名
称
変
更
予
定
）

〒
四
〇
一
‐
〇
〇
一
二

大
月
市
御
太
刀
二
丁
目
八
番
十
号

大
月
地
方
合
同
庁
舎

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
四(

二
二)

〇
七
九
九

（二）
甲
府
地
方
法
務
局
吉
田
出
張
所

〒
四
〇
三
‐
〇
〇
〇
五

富
士
吉
田
市
上
吉
田
三
丁
目
九
番
十
三

号Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
五(

二
二)

〇
〇
二
五

四
、
統
合
後
の
登
記
事
務
管
轄

八
月
十
日
に
道
志
村
青
少
年
育
成
対
策

会
議
の
主
催
で
、
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
道
志
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
は
小
学
生
か
ら
中

学
生
ま
で
の
地
区
別
二
十
四
チ
ー
ム
一
九

六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
暑
さ
の
中
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
、
又
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
審
判
を

し
て
い
た
だ
い
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

も
最
後
ま
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま

し
た
。
優
賞
は
善
之
木
Ｃ
チ
ー
ム
で
す
。

代
表
　
池
谷
　
勝

監
督
　
長
田
　
聡

選
手
　
加
藤
　
和
　
　
池
谷
直
樹

水
越
貴
大
　
　
池
谷
千
明

長
田
知
夏
　
　
杉
本
舞
夏

水
越
光
里

昔
、
頼
朝
公
が
富
士
の
巻
狩
の
お
り
道

志
村
を
訪
れ
、
数
々
の
神
秘
に
満
ち
た
頼

朝
公
伝
説
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的

な
も
の
と
し
て
的
様
が
あ
り
ま
す
。
今
も

大
切
な
史
跡
、
観
光
資
源
と
し
て
多
く
の

人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

的
様
は
水
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
、
池

之
原
地
区
で
尊
崇
し
四
月
八
日
を
祭
日
と

定
め
、
古
く
は
川
原
畑
地
区
か
ら
大
栗
地

区
の
子
供
達
が
集
ま
り
、
奉
納
相
撲
を
行

う
な
ど
し
て
大
き
な
お
祭
り
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

今
回
、
池
之
原
地
区
一
〇
戸
の
方
々
が

お
宮
様
と
階
段
を
建
立
し
た
の
で
紹
介
い

た
し
ま
す
。

青
少
年
ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

的
の
大
権
現

池
之
原
地
区
で
建
立

甲
府
地
方
法
務
局
都
留
支
局
の
統
合
の
お
知
ら
せ

庁　　名

大月出張所

（大月支局に名称
変更予定）

大月市、都留市、上野原市、

北都留郡、

南都留郡の内／道志村

吉田出張所

富士吉田市

南都留郡の内／富士河口湖

町、西桂町、忍野村、

鳴沢村、山中湖村

登 記 事 務 管 轄
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みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
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道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

8,025

4 ,210

176

958

79 ,197

92 ,566

7月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

山口あい子さん（中神地）

明治44年９月10日生

9月 の 納 税

平成17年９月１日

第297号

発　行道 志 村 役 場
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山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
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http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

国民健康保険料（第３期）
水　　道　　料（第３期）
合併浄化槽使用料（第３期）

わが家の
アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

慶

弔

9 月 主 な 行 事
期日前投票（8月31日～10日まで）

総合防災訓練（中学校グランド）

育児教室 (福祉センター 午後2時）

基本検診・がん検診

（唐沢体育館 午前8時）

A型リハビリ教室

(福祉センター午後 1時30分)

民生委員研修 (天竜村 7日～8日)

都留地区心身障害者スポーツ教室

(鳴沢村いきいき広場 午前10時)

道志小学校運動会

衆議院総選挙

乳がん・子宮ガン検診

(ほろほろ 午後1時30分)

育児教室 (福祉センター 午後2時)

星空と音楽の夕べ

(道志小学校体育館 午後6時30分)

道志中学校若アユ祭 (文化部門)

道志中学校若アユ祭 (体育部門)

富士ふれあいの村まつり

(ふれあいの村運動場 午前10時）

敬老の日

育児教室 (福祉センター 午後2時)

Ｂ型リハビリ教室

(福祉センター 午後1時30分)

乳児検診 (福祉センター 午後1時30分)

秋分の日

農業委員会 (役場 午後3時)

結核・肺がん検診

(長又～谷相地区 午前9時)

結核・肺がん検診

(西和出～月夜野地区 午前9時)

三村合同ふれあい運動会

(富士ふれあいセンター)

乳がん・子宮ガン検診

(山光荘 午後1時30分)

プール閉館

国保・介護保険納期

人口 2,108人　男 1,043人　女 1,065人　世帯数 611（H17. 8. 1現在）

西

和

出

村
　
　
　
　
山
口
　
晃
利

富
士
吉
田
市
　
　
　
　
土
屋
　
智
子

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（
板
　
　
　
橋
　
　
　
　
長
田
　
郁
美

富
士
吉
田
市
　
　
　
　
日
下
部
陽
祐

（
東
　
神
　
地
　
　
　
　
山
口
　
大
介

東
　
京
　
都
　
　
　
　
桝
谷
　
亜
澄

（お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

中

神

地

山
口
　
光
彦
　
　
　
79
歳

小

善

地

大
房
　
一
幸
　
　
　
75
歳

谷
　
　
相

佐
藤
登
南
子
　
　
　
63
歳

加藤　理大
まさひろ

くん（板橋）

平成15年９月５日生

父 修央さん　母 千嘉さん

馬

　

場
　
佐
藤
　
明
里
く
ん

佐
藤
直
樹

大

　

栗
　
佐
藤
　
　
綾
く
ん

佐
藤
義
治

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

1日

4日

6日

7日

8日

10日

11日

12日

13日

17日

19日

20日

21日

22日

23日

26日

27日

29日

30日

31日

ヒマワリ　　竹之本　山口陳子さん

18日

18日


